
戦
後
、
日
本
の
復
興
と
繁
栄
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
三
洋
電
機
株
式
会
社
の
創
設
者
、
故
井
植
歳
男
氏
の
遺
志
に
よ
っ
て
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
に
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人

「
井
植
記
念
会
」
が
、
兵
庫
県
在
住
ま
た
は
兵
庫
県
に
ゆ
か
り
の
深
い
人
の
な
か
か
ら
、
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
さ
れ
た
人
を
受
賞
の
対
象
と
し
て
そ
の
功
績
を
讃
え
る
と
と
も

に
、
地
域
社
会
の
よ
り
一
屑
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
、
こ
の
八
井
植
文
化
賞
ｖ
五
部
門
を
設
定
し
ま
し
た
。
今
回
で
第
６
回
を
数
え
、
各
分
野
の
評
論
家
、
学
識
経
験

者
な
ど
を
も
っ
て
部
門
ご
と
に
構
成
さ
れ
る
選
考
委
員
会
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

刑

科
学
技
術
部
門蕊

授〉
Iﾉﾘｰ
学部助教

安藤
戸大学工く神

昭
和
Ｍ
年
東
京
生
ま
れ
。
神
戸
大
学
工
学
部
技
術

員
、
同
助
手
を
趣
て
副
年
同
助
教
授
。
そ
の
間
ド
イ

ツ
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
研
究
員
と
し
て
脊
撰
工
学
を

研
究
。
現
在
、
日
木
音
響
学
会
正
会
員
、
胃
呂
昌
１

２
－
め
。
伺
一
⑦
遭
呉
シ
ョ
宵
冒
会
員
、
〕
呂
『
。
己
。
《

酌
呂
且
“
コ
ュ
く
ぎ
昌
二
。
．
愛
読
委
員
、
赤
穂
市
環

境
調
姪
学
術
委
員
な
ど
を
つ
と
め
る
。

昭
和
顕
年
創
刊
。
地
域
の
文
化
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
、
雑
誌
発
刊
を
埜
軸
と
し
て
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。
プ
ル
ー
メ
ー
ル
徴
、
神
戸
文
学
猟
・
神
戸
女

流
文
学
賞
の
設
定
の
ほ
か
、
Ｋ
Ｆ
Ｍ
の
結
成
、
Ｋ
Ｆ

Ｓ
砺
務
局
と
し
て
も
活
動
。
フ
ァ
シ
画
ソ
祁
市
、
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り
へ
の
市
民
サ
イ
ド
か
ら

の
オ
ピ
ニ
ー
オ
ン
リ
Ｉ
グ
ー
的
な
存
在
で
も
あ
る
。

、， < 画勲標 , , 志響鑑翼、 . へご ･ ’ x , 瀧

蕊
月刊神〆っ子
代表･ 小泉康夫編集長

地
域
活
動
部
門

報
道
出
版
部
門熟

H本経痢'1蹴神j-f支社
‘神戸の'{畷150社.！

代表･ 中西平、郎支社長

先
の
『
神
戸
の
中
堪
一
○
○
杜
」
「
同
》
三
○

社
』
に
引
き
つ
づ
い
て
本
年
２
月
に
刊
行
さ
れ
た
木

瞥
は
、
雄
子
、
パ
ン
、
酒
造
、
フ
ァ
ッ
シ
罰
ン
な
ど

遡
戸
ら
し
い
企
柔
を
菰
極
的
に
取
り
上
げ
、
神
戸
の

中
堅
企
災
、
ひ
い
て
は
明
日
の
神
戸
経
済
界
に
活
力

を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
聖
ハ
申
海
へ
期
ぷ
」
共
々

全
国
紙
の
地
方
支
社
の
活
発
な
活
動
と
評
箇
で
き
る

文
化
芸
術
部
門iij蕊

田原富子
〈ピアニスト〉．

昭
和
旭
年
神
戸
生
ま
れ
。
京
京
芸
術
大
学
附
属
高

校
か
ら
同
大
学
を
経
て
、
同
大
学
院
催
了
。
横
井
和

子
、
蛍
川
加
寿
子
に
師
乎
。
数
多
く
の
協
泰
、
リ
サ

イ
タ
ル
な
ど
を
遜
験
。
多
彩
な
レ
パ
・
・
・
臆
・
リ
ー
・
を
も

っ
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
も
知
ら
れ
る
、
月
刊
神
戸

っ
子
第
１
回
プ
ル
ー
メ
‐
・
ル
賞
懲
神
戸
市
文
化
奨
励

投
零
大
阪
府
民
劇
場
奨
励
蛍
な
ど
を
受
寅
。

昭
和
佃
年

届
障
害
老
人

間
宕
迩
を
継

人
障
害
者
２

回
ソ
中
心
だ

寿
会
と
タ
イ

な
ど
も
行
な

に
２
着
袈
婦
で
ス
タ
ー
ト
。
在
宅
の
独

た
ち
に
専
門
看
護
技
術
を
生
か
し
て
訪

統
。
現
在
、
Ｍ
人
の
君
謹
婦
が
老
人
６

人
を
介
護
。
当
初
は
リ
ハ
ピ
リ
テ
．
．
シ

っ
た
が
、
現
在
は
主
蝿
グ
ル
・
・
プ
の
神

ア
ッ
プ
し
て
入
浴
、
清
拙
、
食
蛎
挫
倣

っ
て
い
る
。
県
く
す
の
き
批
受
微
。

蕊
凸d n

N I j 吠学諭ﾗ ﾝ ﾃ ｨ ｱ
リーダー･ 高林澄ｆ

社
会
福
祉
部
門

叱
和
顕
年
４
月
、
（
財
）
兵
庫
県
高
齢
輯
生
き
が
い

創
造
協
会
（
理
事
長
・
坂
井
時
忠
兵
隊
県
知
事
）
が

運
営
す
る
高
齢
者
放
送
大
学
の
ラ
ジ
オ
講
義
と
し
て

発
足
し
た
。
本
年
度
の
学
生
数
は
１
３
１
０
名
。
高

齢
化
社
会
が
地
む
中
で
、
老
人
を
対
理
と
し
た
ラ
ジ

乳
に
よ
る
生
涯
教
育
と
し
て
評
価
が
商
い
。
昭
和
弱

律
庇
の
放
送
文
化
逓
金
か
ら
表
彰
を
受
け
て
い
る
。

綴
ﾗジｵ関西‘兵庫県高齢商
放送大学ﾗジｵ識§．｜
代表･ 阪ｋ豊社長

報
道
出
版
部
門

井
植
文
化
賞

●
第
６
回
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●
選
考
経
過

輝
か
し
い
成
果
を
収
め
、
中
堅
ピ
ア
ニ

ス
ト
と
し
て
、
い
よ
い
よ
成
熟
の
境
地

に
は
い
っ
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。

も
う
息
の
つ
づ
く
限
り
ピ
ア
ノ
を
弾

き
た
い
と
い
う
彼
女
は
、
ま
だ
将
来
に

賭
け
る
こ
と
も
多
く
、
き
き
手
の
側
と

し
て
も
期
待
が
大
き
い
が
、
そ
れ
に
し

て
も
従
来
の
豊
富
な
実
績
は
、
い
く
ら

高
く
評
価
し
て
も
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な

い
。
演
奏
家
の
な
か
で
も
ピ
ア
ニ
ス
ト

は
ふ
し
ぎ
と
協
調
性
が
な
く
、
自
然
に

狭
い
わ
く
の
な
か
に
閉
じ
込
も
り
が
ち

だ
が
、
彼
女
に
は
め
ず
ら
し
く
そ
う
し

た
こ
と
が
な
く
、
積
極
的
に
多
様
な
仕

事
を
手
が
け
て
き
た
。
神
戸
と
は
限
ら

ず
、
全
国
的
に
考
え
て
も
稀
に
見
る
実

力
派
で
あ
り
、
今
回
の
受
賞
は
あ
ま
り

に
も
当
然
だ
と
思
う
。
今
後
の
一
層
の

活
躍
を
願
う
。
八
小
石
忠
男
Ｖ

１
５１
１

文
化
芸
術
部
門
は
、
今
回
は
音
楽
部

門
か
ら
選
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま

ず
始
め
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
候
補

者
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
田
原
冨
子
、
声

楽
の
井
上
和
世
、
樋
本
栄
、
三
室
尭
、

合
唱
の
神
戸
中
央
合
唱
団
、
作
曲
の
中

村
茂
隆
、
徳
永
秀
則
、
た
に
し
の
会
、

そ
れ
に
日
本
テ
レ
マ
ン
協
会
、
ダ
ン
ス

リ
ー
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
ら
。

そ
の
な
か
か
ら
、
す
で
に
定
評
の
あ

る
演
奏
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
る
神
戸

中
央
合
唱
団
と
日
本
テ
レ
マ
ン
協
会
。

最
近
安
定
し
た
活
躍
を
み
せ
る
メ
ゾ
ソ

プ
ラ
ノ
の
井
上
和
世
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

田
原
富
子
に
絞
っ
て
検
討
さ
れ
た
。

特
に
井
上
和
世
は
、
パ
リ
国
立
音
楽

院
卒
業
後
帰
国
し
、
ソ
リ
ス
ト
と
し
て

の
活
動
を
重
ね
、
数
多
く
の
リ
サ
イ
タ

ル
で
も
成
功
を
収
め
て
、
受
賞
の
有
力

候
補
と
い
え
る
存
在
。
神
戸
中
央
合
唱

団
と
日
本
テ
レ
マ
ン
協
会
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
受
賞
歴
や
、
常
に
高
く
評
価
さ
れ

る
活
動
の
な
か
で
、
特
に
目
立
っ
た
点

が
な
い
こ
と
か
ら
見
送
り
。

一
方
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
田
原
富
子
に

お
い
て
は
、
際
立
っ
た
技
術
に
裏
打
ち

さ
れ
た
音
楽
性
と
強
烈
な
個
性
、
多
様

な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
持
っ
た
ピ
ア
ニ
ス

ト
と
し
て
の
評
価
、
そ
し
て
永
年
に
わ

た
る
演
奏
活
動
の
な
か
で
、
常
に
裏
切

ら
れ
る
こ
と
の
な
い
安
定
性
を
も
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
田
原
富
子
に
決
定
し

た
。

田
原
冨
子
さ
ん
は
東
京
芸
大
の
大
学

院
を
修
了
し
た
が
、
学
生
時
代
を
除
い

て
は
神
戸
生
れ
の
神
戸
育
ち
、
い
ま
も

神
戸
在
住
で
関
西
を
中
心
に
活
躍
し
て

い
る
。
そ
の
気
さ
く
で
明
朗
な
人
柄
が

愛
さ
れ
る
た
め
か
、
若
い
演
奏
家
に
信

望
が
厚
く
、
独
奏
、
室
内
楽
、
協
奏
曲
、

伴
奏
の
各
分
野
で
広
く
活
動
し
て
い

る
。
譜
面
を
読
む
の
が
は
や
く
、
仕
事

が
確
実
と
い
う
こ
と
で
、
当
然
、
演
奏

依
頼
も
多
い
。
学
生
の
頃
か
ら
演
奏
し

て
い
る
が
、
こ
こ
十
年
間
を
見
て
も
百

数
十
回
の
出
演
回
数
を
数
え
る
。
関
西

で
彼
女
ほ
ど
多
忙
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
、

ほ
か
に
な
い
と
思
う
が
、
た
ん
に
回
数

が
多
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
こ
の
数

年
来
、
数
回
の
リ
サ
イ
タ
ル
や
協
奏

曲
、
そ
し
て
プ
ラ
ハ
四
重
奏
団
を
は
じ

め
と
す
る
来
日
演
奏
家
と
の
協
演
で
、

第６回井植文化賞文化芸術部門

音楽性と強烈な個性
田原冨子
選考委員

汽村・・夫く音楽評論家〉
柴田仁く音楽評論家〉
小石忠男く音楽評嫡鋤

プラハ弦楽四重奏団との協演( 1 9 8 2 . 2 . 9）
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１
５２
１

在
中
の
研
究
も
日
本
人
と
ド
イ
ツ
人
の

音
の
好
み
に
つ
い
て
、
そ
の
共
通
性
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
だ
。
こ
の
手
法

に
よ
り
音
響
学
的
見
地
よ
り
の
設
計
基

準
を
明
ら
か
に
さ
れ
、
県
下
で
は
神
戸

国
際
交
流
会
館
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
や
宝
塚

市
ベ
ガ
ホ
ー
ル
な
ど
が
こ
の
方
法
に
よ

り
設
計
さ
れ
た
。

氏
の
研
究
の
い
ま
一
つ
の
方
向
は
騒

音
の
影
響
と
そ
の
防
止
で
あ
る
。
こ
の

研
究
は
発
育
過
程
に
あ
る
胎
児
あ
る
い

は
乳
幼
児
。
学
童
に
及
ぼ
す
騒
音
の
蓄

積
的
影
響
を
明
ら
か
に
し
て
、
そ
の
防

止
技
術
を
追
求
し
、
都
市
計
画
上
有
効

な
示
唆
を
与
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
業
績
は
ユ
ニ
ー
ク
な
も

の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

八
松
本
隆
一
Ｖ

●
選
考
経
過

選
考
の
初
め
に
、
科
学
に
お
い
て
残

さ
れ
て
い
る
分
野
は
、
人
間
に
関
わ
り

の
あ
る
分
野
で
あ
り
、
ま
た
遺
伝
子
工

学
な
ど
生
命
科
学
と
し
て
の
ア
プ
ロ
ー

チ
も
進
ん
で
き
て
い
る
等
、
現
代
科
学

技
術
の
大
き
な
方
向
が
人
雷
間
に
向
か
っ

て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
結
局
、
科

学
は
人
間
の
こ
と
を
考
え
て
、
人
間
の

た
め
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。

農
学
関
係
か
ら
名
前
が
あ
が
っ
た
の

は
有
機
農
業
の
保
田
茂
。
農
の
原
点
と

し
て
、
現
代
に
な
い
哲
学
を
持
ち
こ
ん

だ
も
の
で
特
筆
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ

れ
た
。
つ
ぎ
に
医
学
と
工
学
を
結
び
つ

け
た
画
像
処
理
の
藤
井
進
。
工
学
的
手

法
と
し
て
将
来
的
に
も
有
望
で
あ
る
。

そ
し
て
音
の
研
究
を
し
て
い
る
安
藤
四

一
・
安
藤
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
音

響
学
と
い
う
分
野
と
と
も
に
、
昭
和
娼

年
よ
り
、
騒
音
が
人
間
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
特
に
胎
児

に
対
し
て
及
ぼ
す
影
響
を
研
究
。
ま
っ

た
く
の
新
分
野
で
顕
著
な
成
果
を
あ
げ

た
。有

機
農
業
は
ま
だ
学
問
的
評
価
が
定

ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
藤
井
と
安

藤
が
残
っ
た
が
、
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
を

地
道
な
努
力
で
開
拓
し
た
点
や
、
学
界

や
海
外
で
の
評
価
、
さ
ら
に
賞
の
性
格

上
、
地
域
社
会
へ
の
関
わ
り
、
貢
献
と

い
う
点
が
考
慮
さ
れ
て
、
最
終
的
に
安

藤
四
一
に
決
定
し
た
。

神
戸
大
学
工
学
部
助
教
授
安
藤
四
一

博
士
は
、
神
戸
大
学
工
学
部
に
お
い
て

長
年
建
築
音
響
学
に
つ
い
て
研
究
を
行

っ
て
こ
ら
れ
た
。
音
響
学
は
建
築
学
の

分
野
で
は
近
年
と
く
に
重
要
な
分
野
と

さ
れ
て
き
た
が
、
氏
は
こ
れ
を
人
と
の

か
か
わ
り
の
中
で
見
直
す
と
い
う
新
し

い
分
野
を
開
拓
さ
れ
た
。
そ
の
一
は
室

内
音
響
の
心
理
的
評
価
と
最
適
設
計
で

あ
る
。
従
来
は
人
間
の
聴
覚
を
介
し
て

心
理
的
に
優
れ
た
音
場
と
は
ど
う
い
う

も
の
か
が
わ
か
ら
ず
、
オ
ー
デ
ィ
ト
リ

ウ
ム
を
建
設
し
て
も
失
敗
に
終
っ
た
例

が
多
々
あ
っ
た
。
氏
の
研
究
は
、
壁
か

ら
の
音
の
反
射
を
理
論
的
に
、
ま
た
実

験
的
に
調
べ
て
、
そ
の
結
果
を
使
っ
て
、

電
算
機
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

し
て
、
そ
の
音
場
を
聴
覚
心
理
的
に
評

価
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
ド
イ
ツ
滞

第６回井植文化賞科学技術部門

音響学の新分野を開拓
安藤四一
選考委員

岩井誠盲ミ〈神戸大学|策学部1を〉
l J I i 縦寛ぐ神〆火学農耗雌〉
松本ｌ逢一く神〆大学工学部健〉
真鍋正志く神戸新側社論鋭裳参勢

研究室における安藤四一助教授
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昭
和
四
十
三
年
、
看
護
婦
と
そ
の
卵

で
あ
る
看
護
学
生
の
師
弟
ト
リ
オ
で
誕

生
し
た
神
大
看
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
グ

ル
ー
プ
は
、
神
戸
大
学
医
学
部
付
属
病

院
を
中
心
に
愛
の
輪
を
広
げ
、
以
後
十

四
年
、
看
護
婦
、
保
健
婦
ら
十
四
人
が

看
護
の
専
門
技
術
を
生
か
し
て
在
宅
の

寝
た
き
り
老
人
、
重
度
障
害
児
・
者
ら

の
訪
問
看
護
に
活
躍
し
て
い
る
。

中
心
に
な
っ
て
い
る
の
は
高
林
澄
子

・
神
戸
大
学
医
学
部
付
属
病
院
看
護
婦

長
（
四
三
）
。
経
済
優
先
の
高
度
成
長
時

代
に
「
看
護
技
術
こ
そ
は
将
来
の
社
会

資
源
」
と
高
齢
化
社
会
を
先
取
り
し
、

医
療
と
福
祉
を
つ
な
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

実
践
活
動
に
率
先
、
献
身
す
る
と
と
も

に
、
グ
ル
ー
プ
の
輪
を
広
げ
た
。

現
在
、
中
央
区
を
中
心
に
兵
庫
、
東

灘
区
内
で
六
人
の
寝
た
き
り
の
独
居
老

人
、
二
人
の
障
害
者
を
週
二
、
三
回
、

訪
問
看
護
し
て
い
る
。
さ
ら
に
四
年
前

こ
の
運
動
に
共
感
し
た
キ
ッ
ク
（
神
戸

新
聞
情
報
セ
ン
タ
ー
）
の
主
婦
ら
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
グ
ル
ー
プ
神
寿
会
（
益

田
公
子
代
表
ら
六
人
）
を
結
成
す
る
と

タ
イ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
看
護
婦
。
主
婦

の
コ
ン
ビ
で
リ
ハ
ビ
リ
、
看
護
か
ら
洗

た
く
、
掃
除
、
入
浴
、
身
の
回
り
の
世

話
な
ど
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
年
一
回
の
老
人
野
外
パ
ｉ

テ
イ
を
は
じ
め
市
民
を
対
象
に
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
毎
月
の
グ
ル
ー
プ
学
習

会
な
ど
活
動
は
活
発
。
全
員
が
手
弁
当

で
交
通
費
も
自
弁
。
リ
ー
ダ
ー
は
講

演
、
原
稿
料
を
積
み
立
て
て
介
護
用
具

を
購
入
す
る
な
ど
、
〃
在
宅
福
祉
″
を

実
践
す
る
グ
ル
ー
プ
と
高
い
評
価
を
集

め
て
い
る
。
八
津
田
元
Ｖ

’
5３
１

（
万
代
房
子
）
、
「
薬
害
。
医
療
被
害
情

報
セ
ン
タ
ー
」
、
「
兵
庫
県
腎
友
会
」
、

看
護
と
福
祉
の
橋
渡
し
と
し
て
貢
献
し

た
長
倉
昭
美
、
「
神
戸
東
部
地
域
入
浴

サ
ー
ビ
ス
実
施
委
員
会
（
ふ
れ
あ
い
の

会
）
」
（
川
口
重
義
会
長
）
、
「
誕
生
日
あ

り
が
と
う
運
動
」
の
藤
本
隆
、
「
神
戸

大
学
看
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
、
「
精
薄
者

育
成
会
み
ど
り
会
」
の
笹
倉
二
郎
、

「
県
精
薄
者
育
成
会
」
の
田
中
義
徳
、

灘
神
戸
生
協
文
化
事
業
部
、
希
望
の
家

歯
科
診
療
所
を
開
設
し
て
身
障
者
の
歯

科
治
療
を
続
け
る
石
田
織
男
、
子
ど
も

会
活
動
の
巽
幸
一
な
ど
の
各
団
体
、
個

人
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
中
で
活
動
実
績
を

つ
み
重
ね
て
い
る
だ
け
に
、
ど
こ
が
受

賞
し
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
う
感
想

が
選
考
委
員
の
間
か
ら
出
さ
れ
た
が
、

神
戸
市
が
今
年
度
入
浴
サ
ー
ビ
ス
公
費

制
度
を
組
む
引
き
金
と
な
っ
た
「
神
戸

東
部
地
域
入
浴
サ
ー
ビ
ス
実
施
委
員

会
」
。
市
民
運
動
を
全
国
に
広
げ
、
啓

発
映
画
、
図
書
づ
く
り
に
も
取
り
組
む

「
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
」
。
専
門
技

術
を
生
か
し
て
在
宅
独
居
、
障
害
老
人

へ
の
介
護
訪
問
を
続
け
る
「
神
戸
大
学

看
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
。

以
上
の
３
グ
ル
ー
プ
に
絞
ら
れ
、
活

動
年
数
、
過
去
の
表
彰
歴
な
ど
を
勘
案

し
た
結
果
、
「
神
戸
大
学
看
護
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
の
受
賞
が
決
定
し
た
。

●
選
考
経
過

候
補
に
あ
が
っ
た
の
は
「
希
望
の
家
」

第６回井植文化賞社会福祉部門

在宅福祉を実践する
神戸大学看護ポﾗ ﾝ ﾃ ｨ ｱ

選考委員
服部正く火軸立大学社会福祉学部教授〉
野上文夫く耀鞠織拶総長〉
津田元く神戸新聞社社会部美〉

地域の老人を招いて弁当パーティの試み
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「
月
刊
神
戸
っ
子
」
（
小
泉
康
夫
編
集

長
）
は
本
年
３
月
で
創
刊
皿
周
年
を
迎

え
た
。
神
戸
と
い
う
一
地
域
で
、
加
年

以
上
出
版
活
動
を
持
続
す
る
こ
と
自
体

意
義
の
あ
る
こ
と
だ
が
、
月
刊
神
戸
っ

子
が
、
今
回
の
第
７
回
井
植
文
化
賞
の

受
賞
と
な
っ
た
理
由
は
、
地
域
の
文
化

を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
雑
誌
発
刊
を

基
軸
と
し
て
展
開
し
て
来
た
一
連
の
活

動
が
高
く
評
価
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

昭
和
妃
年
、
創
刊
皿
周
年
を
機
に
文
化

賞
「
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
（
青
い
海
）
賞
」

が
設
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
地
域
社
会

の
中
か
ら
世
界
に
通
ず
る
文
化
を
育
く

む
た
め
文
学
、
音
楽
、
美
術
、
古
典
芸

能
の
四
部
門
に
わ
た
っ
て
前
年
度
に
顕

著
な
活
動
の
認
め
ら
れ
る
新
人
を
顕
彰

す
る
も
の
で
、
第
７
回
（
昭
認
）
か
ら

は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
・
神
戸
を
推

進
す
る
べ
く
新
た
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
部

門
を
設
定
、
毎
年
五
部
門
か
ら
受
賞
者

を
出
し
て
い
る
。
創
刊
蛎
周
年
を
迎
え

た
昭
和
別
年
に
は
神
戸
文
学
賞
。
神
戸

女
流
文
学
賞
を
設
定
し
た
。
西
日
本
在

住
者
を
対
象
と
し
た
小
説
の
新
人
賞

で
、
毎
年
一
般
か
ら
作
品
を
公
募
し
、

受
賞
者
を
出
し
て
お
り
、
文
学
関
係
者

か
ら
は
注
目
を
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、
Ｋ
Ｆ
Ｍ
（
コ
ウ
ベ
・
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
・
モ
デ
リ
ス
ト
）
の
結
成
、

Ｋ
Ｆ
Ｓ
（
コ
ウ
ベ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
）
事
務
局
と
し
て
の
活
動

さ
ら
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
・
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
都
市
・
つ
く
り
へ
市
民
サ
イ
ド

か
ら
提
言
を
す
る
一
連
の
誌
上
キ
ャ
ン

・
ヘ
ー
ン
な
ど
の
展
開
も
地
道
で
、
ね
ば

り
強
い
活
動
と
し
て
評
価
さ
れ
て
よ
い

だ
ろ
う
。
八
長
島
晴
雄
Ｖ

●
選
考
経
過

「
大
屋
町
の
町
づ
く
り
」
と
「
園
田

学
園
」
が
、
本
年
も
話
題
と
な
っ
た
。

「
大
屋
町
の
町
づ
く
り
」
は
、
い
わ
ば

苦
の
状
態
で
あ
り
、
地
域
全
体
が
自
覚

を
深
め
、
根
か
ら
の
活
動
と
し
て
一
丸

と
な
る
時
期
が
近
い
で
あ
ろ
う
こ
と
、

し
か
し
な
が
ら
、
何
か
も
う
一
歩
、
量

の
賞
の
理
念
に
か
な
う
意
欲
的
な
活
動

を
期
待
し
た
い
。

尼
崎
市
と
い
う
繁
雑
な
地
域
で
、
公

開
講
座
や
運
動
場
の
解
放
な
ど
、
積
極

的
な
地
域
住
民
と
の
連
帯
活
動
を
続
け

て
き
た
園
田
学
園
は
、
そ
の
業
績
を
老
↑

え
て
受
賞
資
格
は
十
分
と
い
え
る
。

第
６
回
目
を
迎
え
る
本
年
、
「
地
域

づ
く
り
の
難
し
い
都
市
に
お
い
て
、
ブ

ル
ー
メ
ー
ル
文
化
賞
の
設
定
、
神
戸
文

学
賞
、
神
戸
女
流
文
学
賞
な
ど
を
設
定
、

地
元
の
人
材
育
成
に
尽
力
。
ま
た
加
年

に
わ
た
る
神
戸
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
、
常
に
こ
れ
か
ら
の
方
向
を

示
し
て
き
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
「
月

刊
神
戸
っ
子
」
の
活
動
が
評
価
さ
れ
，

選
考
委
員
の
全
員
一
致
で
受
賞
が
決
め

ら
れ
た
。

他
に
、
ユ
ニ
オ
ン
チ
ャ
ー
チ
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
、
関
西
タ
イ
ム
ア
ウ

ト
な
ど
、
神
戸
に
入
港
す
る
入
国
外
国

人
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
を
提
供
、
日
本
に
馴
染
む
た
め
の
架

け
橋
的
な
地
域
活
動
が
意
外
と
見
過
さ

れ
て
い
る
点
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
。

１
５４
１

第６回井植文化賞地域活動部門

神戸のｵピﾆ ｵ ﾝ ﾘ ｰ ダー
月刊神戸っ子

選考委員
一谷定之亜く園田学側理ﾘ 暖〉
今井仙三く丸山地区文化防犯協凝会会長〉
長島晴雄く神戸新川社癖〉

第１１回月刊神戸つ子ブルーメール賞授賞式( 1 9 8 2 . 4 . 8 ）
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「
兵
庫
児
局
齢
者
放
送
大
学
ラ
ジ
オ
講

座
」
（
ラ
ジ
オ
関
西
・
毎
土
曜
日
。
午

前
６
時
訓
分
１
７
時
放
送
）
は
、
財
団

法
人
・
兵
庫
県
高
齢
者
生
き
が
い
創
造

協
会
（
理
事
長
・
坂
井
時
忠
兵
庫
県
知

事
）
が
運
営
す
る
高
齢
者
放
送
大
学
の
、

ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
の
講
義
で
あ
る
。
こ

の
放
送
大
学
は
、
５
年
前
の
昭
和
馳
年

４
月
、
坂
井
知
事
の
肝
入
り
で
発
足
し
、

老
人
大
学
に
通
学
で
き
な
い
高
齢
者
の

た
め
、
生
涯
教
育
の
機
会
と
場
を
提
供

し
よ
う
と
い
う
当
初
の
設
立
趣
旨
を
超

え
て
、
大
き
く
成
長
し
た
。
こ
れ
は
ラ

ジ
オ
講
座
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
す

る
際
、
ラ
ジ
オ
の
特
性
を
生
か
し
た
企

画
を
た
て
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
「
家
庭
の
中
の
人
間
関
係
」
や
「
宗

教
と
人
生
」
な
ど
、
老
人
の
内
面
に
迫

る
テ
ー
マ
が
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
放
送
大

●
選
考
経
過

報
道
出
版
部
門
は
前
回
に
続
い
て
二

本
の
受
賞
と
な
っ
た
。

話
題
と
し
て
は
、
ラ
ジ
オ
関
西
・
「
兵

庫
の
百
人
」
（
県
下
在
住
者
の
声
の
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
）
、
神
戸
新
聞
出
版
セ
ン

タ
ー
・
「
の
じ
ぎ
く
文
庫
」
、
朝
日
新
聞

社
神
戸
支
局
。
「
兵
庫
合
〃
衆
〃
国
」
、

サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
神
戸
支
局
・
「
こ
う

べ
の
女
」
、
さ
ら
に
今
井
林
太
郎
監
修

「
兵
庫
県
史
」
（
全
５
巻
）
な
ど
が
あ
が

っ
た
。
し
か
し
、
現
在
進
行
中
の
も
の

や
、
行
政
側
か
ら
の
出
版
物
を
対
象
と

す
る
と
範
囲
が
広
す
ぎ
る
な
ど
の
理
由

か
ら
今
回
は
見
送
り
と
な
っ
た
。

日
本
経
済
新
聞
神
戸
支
社
の
「
六
甲

海
へ
朔
ぶ
」
は
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

誕
生
の
顛
末
を
記
録
し
た
も
の
だ
が
そ

の
経
緯
を
分
り
や
す
く
説
明
し
た
こ
と

が
買
わ
れ
た
。
「
神
戸
の
中
堅
１
５
０

社
」
は
、
神
戸
の
産
業
を
〃
具
体
的
″

に
見
せ
、
神
戸
を
理
解
す
る
上
で
も
有

効
で
あ
り
、
そ
れ
が
地
元
へ
も
プ
ラ
ス

と
な
っ
た
点
が
評
価
さ
れ
、
ま
さ
に
日

経
ら
し
い
仕
事
と
い
う
点
で
意
見
が
一

致
し
た
。

「
兵
庫
県
高
齢
者
放
送
大
学
」
は
、
評

価
の
高
か
っ
た
「
人
間
学
講
座
」
を
引

き
継
い
だ
も
の
で
、
す
で
に
放
送
文
化

基
金
か
ら
表
彰
さ
れ
、
放
送
界
で
は
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
化
社
会
が

問
題
と
さ
れ
て
い
る
昨
今
、
時
宜
を
得

た
企
画
で
も
あ
り
、
こ
れ
も
全
員
一
致

で
受
賞
と
な
っ
た
。

学
の
師
年
度
の
学
生
数
は
一
、
三
一
○

名
、
兵
庫
県
外
の
学
生
も
い
る
。
老
人

会
の
リ
ー
ダ
ー
も
い
れ
ば
、
寝
た
き
り

の
病
人
も
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の

高
齢
者
た
ち
は
、
こ
の
ラ
ジ
オ
講
座
を

通
じ
て
知
り
合
い
、
出
会
い
と
連
帯
の

輪
を
拡
げ
て
い
る
。

高
齢
化
社
会
が
進
む
中
で
、
老
人
を

対
象
に
し
た
ラ
ジ
オ
に
よ
る
生
涯
教
育

の
試
み
は
一
層
重
要
と
な
り
、
そ
の
中

で
の
「
兵
庫
県
高
齢
者
放
送
大
学
ラ
ジ

オ
講
座
」
は
、
多
く
の
高
齢
者
の
た
め

の
人
生
学
習
の
場
で
あ
り
、
心
の
交
流

を
図
る
生
き
が
い
創
造
の
場
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
の
ラ
ジ
オ
講
座
は
弱
年
度

の
放
送
文
化
基
金
か
ら
表
彰
を
受
け
、

中
央
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

八
松
井
政
和
Ｖ

１
５５
１
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兵庫県いなみ学園での研修会
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日
本
経
済
新
聞
神
戸
支
社
は
、
五
十

二
年
九
月
「
神
戸
の
中
堅
一
○
○
社
」

を
発
刊
し
た
が
、
こ
れ
は
地
元
産
業
界

自
治
体
、
学
界
な
ど
に
大
き
な
反
響
を

呼
び
、
沈
滞
気
味
の
神
戸
産
業
振
興
の

た
め
の
起
爆
剤
と
し
て
、
話
題
を
集
め

た
。

こ
の
た
め
五
十
四
年
三
月
、
更
に
改

訂
増
補
し
た
「
神
戸
の
中
堅
一
三
○
社
」

を
続
刊
し
た
と
こ
ろ
、
一
層
時
宜
に
か

な
い
、
評
価
も
定
ま
っ
た
。
五
十
七
年

二
月
、
会
社
数
も
ふ
や
し
て
、
「
神
戸

の
中
堅
一
五
○
社
」
と
し
て
続
刊
し
た

が
、
神
戸
や
姫
路
で
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

一
位
を
長
く
維
持
す
る
ほ
ど
の
売
れ
行

き
と
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
神
戸
が
中
堅
企
業
の

宝
庫
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た

低
成
長
経
済
下
で
、
企
業
形
態
も
量
か

ら
質
へ
と
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
種
の
ま
と

ま
っ
た
紹
介
が
こ
れ
ま
で
欠
け
て
い
た

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

本
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
企
業
は
、

機
械
、
電
機
、
金
属
、
食
品
、
繊
維
、

金
融
な
ど
の
他
に
、
菓
子
、
パ
ン
、
酒

造
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
皮
革
、
海
運
、

レ
ジ
ャ
ー
な
ど
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

神
戸
ら
し
い
企
業
を
積
極
的
に
取
り
上

げ
て
い
る
の
が
目
立
つ
が
、
何
よ
り
も

一
般
の
「
会
社
要
覧
」
な
ど
に
み
ら
れ

な
い
、
手
づ
く
り
の
暖
か
み
の
よ
う
な

も
の
が
感
じ
ら
れ
る
の
も
特
色
だ
。

ま
た
一
社
を
一
頁
毎
に
手
際
よ
く
ま

と
め
た
上
、
設
立
、
社
長
、
事
業
所
、

資
本
金
、
総
資
産
、
事
業
、
取
引
先
、

取
引
銀
行
、
従
業
員
数
、
採
用
人
員
、

初
任
給
、
採
用
予
定
、
畔
毒
績
な
ど
、
き

め
細
か
く
デ
ー
タ
ー
を
記
し
て
お
り
、

特
に
社
長
略
歴
欄
は
、
会
社
を
個
性
的

に
知
る
上
で
も
、
大
変
役
立
つ
試
み
だ

と
思
う
。

多
数
の
中
堅
企
業
か
ら
、
一
五
○
社

を
選
び
出
す
の
は
苦
労
の
あ
っ
た
と
こ

ろ
だ
と
思
う
が
、
日
本
経
済
新
聞
、
日

経
産
業
新
聞
、
日
経
流
通
新
聞
の
各
記

者
の
日
頃
の
取
材
活
動
の
中
か
ら
、
業

界
で
の
指
導
性
、
経
営
戦
略
の
特
異
性

な
ど
に
重
点
を
お
い
て
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
お
り
、
妥
当
な
と
こ
ろ
だ
。

日
本
経
済
新
聞
神
戸
支
社
で
は
、
昨

年
の
ポ
ー
ト
ピ
ア
開
催
に
先
立
ち
、
ポ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
埋
め
立
て
事
業
の

全
ぼ
う
を
紹
介
し
た
「
六
甲
海
へ
邦
ぶ
‐

を
、
五
十
六
年
三
月
に
出
版
し
て
い

る
。
こ
れ
も
全
国
的
に
好
評
を
得
て
、

ポ
ー
ト
ピ
ァ
の
観
客
増
に
一
役
買
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
全
国
紙
の
地
方

支
社
の
こ
う
し
た
一
連
の
活
発
な
出
版

報
道
活
動
は
、
今
後
の
全
国
紙
の
地
方

文
化
へ
の
貢
献
と
い
う
面
か
ら
も
注
目

さ
れ
る
。

ポ
ス
ト
ポ
ー
ト
ピ
ア
、
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
都
市
づ
く
り
、
神
戸
沖
新
空
港
な

ど
、
今
後
の
神
戸
市
の
抱
え
る
問
題
は

山
積
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
時
期
に
、

出
版
さ
れ
た
「
神
戸
の
中
堅
一
五
○
社
」

は
、
中
堅
企
業
、
ひ
い
て
は
明
日
の
神

戸
経
済
界
に
活
力
を
与
え
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
功
を
讃
え
る
と
と
も
に
努
力

を
多
と
し
た
い
。

八
滝
川
信
宏
Ｖ
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市
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ロ
国
際
文
化
都
市
神
戸
を
考
え
る

八
座
談
会
出
席
者
Ｖ

柳
瀬
俊
郎
ハ
神
戸
市
長
塞
長
ｖ

鬼
塚
喜
八
郎
〈
鱗
》
瀧
鰯
輪
篠
づ
く
り
特
別
委
員
会
長
〉

西
村
隆
治
八
郷
一
画
鴬
会
議
所
理
蛎
長
ｖ

ｌ
こ
の
ほ
ど
神
戸
市
側
か
ら
雨
戸
沖
新
空
港
計
画
試
案
」
が

発
表
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
六
月
一
一
十
五
日
に
、
神
戸
商
工
会
議

所
な
ど
神
戸
の
経
済
六
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
「
神
戸
沖
空
港
推

進
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
神
戸
沖
空
港
の
建

設
に
向
け
て
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
動
き
出
し
た
わ
け
で
す
。
そ

こ
で
今
回
は
、
神
戸
沖
新
空
港
の
概
要
、
経
済
界
と
し
て
の
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

神
戸
沖
新
空
港

官
民
一
体
と
な
っ
て
神
戸
沖
新
空
港
建
設
を
推
進

柳
瀬
五
月
二
十
一
日
に
神
戸
市
会
は
、
「
関
西
新
国
際
空
港
の
早

期
建
設
に
関
す
る
意
見
書
」
を
議
決
し
、
市
と
し
て
は
実
現
可
能

な
適
地
に
建
設
す
る
た
め
の
「
新
空
港
計
画
試
案
」
を
ま
と
め
た

わ
け
で
す
。
こ
の
度
の
「
神
戸
試
案
」
が
、
な
ぜ
今
の
時
点
で
出

さ
れ
た
か
と
い
う
と
、
昭
和
四
十
七
年
に
市
議
会
が
反
対
決
議
を

し
た
わ
け
で
、
当
時
は
い
わ
ゆ
る
〃
公
害
問
題
″
が
世
論
を
占
め

て
い
た
。
十
年
後
の
現
在
、
公
害
が
す
っ
か
り
解
決
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
い
が
、
か
な
り
軽
減
さ
れ
善
処
さ
れ
て
き
て
、
相
当
の
改

善
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
今
の
段
階
で
議
会
で
は
基
本
的

５７
Ｖ

八

１
５８
１

民
生
活
を
向
上
さ
せ
る

動
火
榊
一
鵠
錘
雄
霊
緬
霊
議
員
貿
易
部
会
長
〉

ｂ
Ⅱ
●
訓
ｊ

石
丸
織
太
郎
八
神
戸
青
年
会
議
所
空
港
問
題
実
行
委
員
長
ｖ

に
は
ま
だ
肯
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
神
戸
沖
も
例
外
で
な
い
と
い
う

前
提
の
中
で
空
港
適
地
を
捜
そ
う
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
神
戸
市

長
は
さ
ま
ざ
ま
な
点
か
ら
考
え
た
結
果
、
や
は
り
神
戸
沖
が
最
も

適
す
る
と
判
断
し
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

そ
の
青
写
真
は
、
「
意
見
書
」
の
主
旨
に
沿
っ
た
上
で
、
利
便
性

の
高
い
、
お
金
の
か
か
ら
な
い
、
国
に
依
存
せ
ず
地
域
に
密
着
し

た
効
率
の
よ
い
空
港
を
、
描
い
た
わ
け
で
す
。
第
一
に
飛
行
場
を

取
り
巻
く
い
ろ
ん
な
環
境
上
の
問
題
と
し
て
、
ま
ず
騒
音
公
害
が

誰
の
頭
に
も
浮
か
ぶ
の
で
す
が
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
沖
約
四
キ

ロ
に
空
港
島
を
造
り
、
飛
行
経
路
を
す
べ
て
海
上
と
し
た
。
さ
ら

に
時
代
の
流
れ
と
し
て
、
飛
行
機
自
体
が
ボ
ー
イ
ン
グ
７
０
７
か

ら
ボ
ー
イ
ン
グ
７
４
７
と
改
良
さ
れ
て
騒
音
が
妬
Ｉ
焔
％
と
画
期

的
に
軽
減
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
海
へ
の
配
慮
と
し
て
、
漁
業
や

船
の
航
路
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
空
港
島
へ
の
輸
送
手
段
と
し
て

沈
埋
ト
ン
ネ
ル
を
考
え
た
こ
と
。
こ
れ
は
、
昨
年
の
ポ
ー
ト
ピ
ア

で
賑
わ
っ
た
後
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
を
上
手
に
生
か
す
こ
と
に

も
な
る
、
神
戸
市
に
は
ポ
ー
ト
ピ
ア
の
成
功
で
学
ん
だ
島
造
り
の

技
術
も
即
戦
力
と
な
る
わ
け
で
す
。
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鴬

け
な
い
。
実
に
不
便
で
す
。

そ
う
し
た
こ
と
は
、
神
戸
に
限
ら
ず
関
西
の
あ
ら
ゆ
る
層
の
人

々
が
十
分
肌
で
感
じ
、
も
う
痛
感
し
て
い
る
わ
け
で
、
こ
れ
は
経

済
界
の
み
の
問
題
で
は
な
い
で
す
ね
。
ま
た
、
い
く
ら
経
済
界
だ

け
が
が
ん
ば
っ
て
も
そ
う
や
す
や
す
と
実
る
も
の
で
は
な
い
。
今

回
の
「
新
空
港
計
画
試
案
」
に
辿
り
つ
く
ま
で
の
経
過
と
し
て
は
、

以
前
か
ら
市
議
会
の
方
へ
決
議
の
再
検
討
を
依
頼
し
て
い
て
、
ま

さ
に
機
運
が
熟
し
た
と
い
う
感
で
五
月
に
「
意
見
書
」
が
出
た
。

た
だ
単
に
神
戸
沖
に
空
港
を
造
る
と
い
う
も
の
で
な
く
、
独
創
性

あ
る
「
空
港
案
」
が
、
市
長
か
ら
正
式
に
提
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

神
戸
商
工
会
議
所
、
神
戸
経
済
同
友
会
、
兵
庫
県
経
営
者
協
会
、

神
戸
青
年
会
議
所
、
神
戸
貿
易
協
会
、
神
戸
船
主
会
の
経
済
六
団

体
に
加
え
て
、
神
戸
を
代
表
す
る
四
企
業
、
神
戸
製
鋼
、
川
崎
重

工
、
川
崎
製
鉄
、
太
陽
神
戸
銀
行
が
一
致
協
力
し
て
、
こ
の
試
案

を
ど
う
推
し
進
め
て
い
く
か
と
い
う
た
め
の
「
神
戸
沖
空
港
推
進

協
議
会
」
が
生
ま
れ
た
。
神
戸
沖
空
港
の
早
期
実
現
を
め
ざ
し
て
、

積
極
的
に
取
り
く
ん
で
い
こ
う
と
決
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
今
後
、

他
の
団
体
も
ど
し
ど
し
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
具
体
的
に
進

め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

そ
う
い
う
経
過
が
あ
り
、
現
在
、
ス
タ
ー
ト
を
し
た
ば
か
り
で

あ
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
山
積

み
さ
れ
て
い
る
。
神
戸
沖
案
に
つ
い
て
は
、
神
戸
と
か
大
阪
と
か

一
地
域
の
問
題
と
し
て
ス
ケ
ー
ル
の
小
さ
い
狭
い
目
で
見
る
の
で

な
く
京
阪
神
ｌ
関
西
地
区
水
準
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
関
西
の
地
盤
沈
下
、
経
済
界
の
沈
滞
ム
ー
ド
が
、
今
に
な
っ

て
一
つ
の
緊
迫
感
と
な
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
、
神
戸
市
が
い
く

ら
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
を
め
ざ
し
て
進
ん
で
い
て
も
、
何
と
い

西
村
隆
治
さ
ん
石
丸
鐘
太
郎

第
二
に
、
神
戸
市
百
三
十
万
人
の
人
口
の
う
ち
、
市
営
地
下
鉄

と
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
に
よ
っ
て
、
現
在
、
ど
ん
ど
ん
と
人
が
西

北
神
地
域
へ
と
動
い
て
い
る
、
そ
の
た
め
に
い
わ
ゆ
る
ス
プ
ロ
ー

ル
現
象
で
す
ね
、
都
市
が
カ
ラ
ッ
ポ
化
し
て
い
っ
て
い
る
。
と
い

う
こ
と
は
、
神
戸
の
都
市
活
力
が
し
だ
い
に
沈
滞
し
て
い
く
不
安

が
あ
る
わ
け
で
、
神
戸
の
都
市
を
イ
キ
イ
キ
さ
せ
、
賑
わ
い
を
取
り

戻
し
活
性
化
さ
せ
る
発
想
が
ど
う
し
て
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

現
在
世
界
一
の
コ
ン
テ
ナ
港
で
あ
る
神
戸
も
、
輸
送
の
形
態
が
や

が
て
は
飛
行
機
、
空
港
に
と
っ
て
か
わ
る
の
は
目
に
見
え
て
お
り
、

そ
う
な
れ
ば
、
空
港
の
な
い
都
市
は
ど
ん
ど
ん
さ
び
れ
て
い
く
時

代
が
も
う
来
て
い
る
。
都
市
の
構
造
そ
の
も
の
を
強
化
し
、
活
性

化
す
る
準
備
は
急
務
と
い
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
わ
け
で
す
ね
。

第
三
に
は
、
関
西
の
航
空
機
需
要
を
考
え
る
と
、
伊
丹
空
港
は

現
状
で
満
杯
で
あ
り
、
だ
か
ら
「
関
西
新
国
際
空
港
」
が
取
り
沙

汰
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
伊
丹
で
は
非
常
に
ロ
ス
が
多
い
。
京

阪
神
で
最
も
価
値
の
高
い
場
所
、
利
便
性
と
い
う
点
で
も
「
神
戸

沖
」
が
優
先
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

鬼
塚
ポ
ー
ト
ピ
ァ
Ⅷ
後
の
神
戸
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
「
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
シ
テ
ィ
構
想
」
が
あ
り
、
酪
年
の
「
ユ
ニ
バ
ー

シ
ア
ー
ド
神
戸
大
会
」
へ
向
け
て
の
準
備
が
、
昨
年
か
ら
着
々
と

進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
他
方
、
国
際
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
水
準
で
事
が
行
な
わ
れ
る
と
い
う
の
に
、

一
体
、
人
の
輸
送
は
ど
う
な
る
の
か
、
と
い
う
点
が
気
が
か
り
で

す
ね
。
経
済
界
に
限
ら
ず
、
文
化
面
で
も
、
す
べ
て
根
底
は
人
の

流
れ
に
あ
る
。
関
西
の
地
盤
沈
下
が
言
わ
れ
て
久
し
い
が
、
人
の

流
れ
と
情
報
が
東
京
に
集
中
し
す
ぎ
て
い
ま
す
ね
。
伊
丹
空
港
は

パ
ン
ク
状
態
だ
し
、
海
外
へ
出
る
に
は
成
田
ま
で
行
か
な
い
と
い

柳
瀬
俊
郎
さ
ん
鬼
塚
喜
八
郎
さ
ん
北
川
勲
さ
ん

識蕊蕊蕊鍾

蕊
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１
６０
１

っ
て
も
世
界
各
国
か
ら
関
西
へ
人
の
流
れ
が
向
か
わ
な
い
限
り

は
、
国
際
会
議
を
や
る
、
国
際
見
本
市
を
や
る
、
い
く
ら
バ
イ
ヤ

ー
を
誘
致
す
る
と
い
っ
て
も
こ
れ
は
無
理
な
話
で
す
。
や
は
り
、

世
界
の
い
ろ
ん
な
国
々
か
ら
多
く
の
人
々
が
、
直
接
に
、
関
西
へ

着
港
で
き
る
設
備
の
整
っ
た
飛
行
場
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
。
一

方
、
泉
州
沖
案
で
は
、
非
常
に
高
額
の
費
用
が
か
か
り
、
工
期
が

長
期
で
あ
る
な
ど
大
き
な
困
難
を
抱
え
て
お
り
、
そ
れ
を
じ
っ
と

待
っ
て
お
れ
ぬ
と
い
う
差
し
迫
っ
た
気
分
が
、
神
戸
の
経
済
界
に

あ
り
ま
す
。
日
本
は
行
政
改
革
、
財
政
再
建
と
い
う
未
曽
有
の
体

質
改
善
を
迫
ら
れ
て
い
る
時
期
で
も
あ
り
、
そ
こ
へ
神
戸
沖
案
が

正
式
に
出
さ
れ
た
。
そ
れ
も
、
早
く
安
く
利
便
性
が
よ
い
と
い
う

３
つ
の
画
期
的
な
特
長
を
備
え
て
い
る
。
ま
た
、
国
に
依
存
す
る

限
り
、
と
う
て
い
早
期
実
現
は
な
い
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
第
三
セ

ク
タ
ー
、
地
方
自
治
体
な
ど
の
民
間
の
知
恵
と
協
力
に
よ
っ
て
行

な
お
う
と
す
る
点
は
、
ず
ば
ぬ
け
て
素
晴
し
い
・
も
ち
ろ
ん
、
ア

ク
セ
ス
の
面
で
も
、
新
幹
線
は
す
ぐ
に
接
続
で
き
、
高
速
道
路
も

鉄
道
に
も
費
用
を
か
け
な
い
で
ア
ク
セ
ス
が
で
き
る
わ
け
で
、
ス

ピ
ー
ド
時
代
に
即
応
し
た
も
の
と
言
え
ま
す
。
「
神
戸
沖
空
港
推

進
協
議
会
」
は
、
関
西
レ
ベ
ル
の
地
域
活
性
化
を
は
か
る
た
め
、

組
織
が
一
丸
と
な
っ
て
「
神
戸
沖
案
」
を
推
し
進
め
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
わ
け
で
す
。

ち
ら
は
一
時
間
で
も
早
く
着
い
て
ほ
し
い
の
に
、
一
日
二
日
の
ロ

ス
が
生
じ
て
し
ま
う
。

貿
易
商
と
い
う
仕
事
は
、
あ
ま
り
目
立
た
な
い
存
在
の
よ
う
に

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
明
治
以
降
の
神
戸
を
活
発
な
街
に
発
展
さ

せ
て
い
っ
た
の
は
、
も
と
も
と
は
貿
易
商
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
今

で
こ
そ
異
人
館
が
神
戸
の
観
光
名
物
と
な
っ
て
い
る
が
、
異
人
館

に
住
ん
だ
の
は
貿
易
商
だ
っ
た
し
、
貿
易
の
原
点
は
神
戸
か
ら
生

ま
れ
た
、
と
い
う
ふ
う
に
、
神
戸
に
は
そ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
飛
行
場
が
東
京
に
あ
り
、
情
報
が
ど
う
し
て

も
東
京
へ
集
中
し
て
い
く
東
高
西
低
型
の
日
本
全
体
に
お
け
る
機

能
の
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
と
、
輸
出
メ
ー
カ
ー
の
営
業
主
体
が
県
外
、

特
に
東
京
に
集
中
し
て
い
る
点
で
、
貿
易
が
ふ
る
わ
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
貿
易
の
復
興
が
な
け
れ
ば
、
神
戸
の
街
の
活
性
化

は
難
し
い
し
、
そ
の
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
空
港
が
必
要
で
す
。

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
沖
に
第
三
の
人
工
島
を
造
る
こ
と
は
、
ポ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
付
加
価
値
を
百
倍
千
倍
に
増
や
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
か
つ
て
長
崎
の
出
島
が
オ
ラ
ン
ダ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
な

ど
の
船
に
よ
っ
て
、
日
本
の
発
展
の
基
礎
を
築
い
た
よ
う
に
、
航

空
機
の
時
代
に
は
、
神
戸
沖
の
第
三
の
空
港
島
が
、
西
日
本
に
と

っ
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

西
村
神
戸
青
年
会
議
所
は
、
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
、
関
西
新
国

際
空
港
の
神
戸
沖
誘
致
を
主
張
し
続
け
て
き
た
わ
け
で
、
こ
の
五

月
に
市
議
会
の
反
対
決
議
案
が
と
り
下
げ
ら
れ
、
市
長
か
ら
「
新

空
港
計
画
案
」
が
出
て
、
さ
ら
に
民
間
団
体
が
一
致
協
力
し
て

「
神
戸
沖
空
港
推
進
協
議
会
」
が
発
足
し
た
。
ま
さ
に
、
と
ん
と
ん

拍
子
に
運
び
出
し
た
と
い
う
感
じ
を
受
け
て
い
ま
す
。
行
政
と
経

済
界
の
合
意
が
急
速
に
進
み
、
今
や
市
民
レ
ベ
ル
で
は
ど
こ
ま
で

賛
同
を
え
ら
れ
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
ま
す
。
昨
年
六

月
に
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
千
二
百
名
に
新
空
港
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
条
件
付
賛
成
を
含
め
る
と
蛇
％
に

ま
で
な
り
、
改
め
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
こ
ち
ら
が
考
え
る
よ
り
も

す
で
に
素
地
が
で
き
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
昨
年
九
月

に
出
版
を
し
た
『
海
か
ら
空
へ
ｌ
神
戸
と
関
西
新
国
際
空
港
」

の
出
版
記
念
会
の
際
に
も
五
百
名
以
上
の
人
た
ち
に
参
加
し
て
い

空
港
は
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
付
加
価
値
を
高
め
る

北
川
貿
易
と
い
う
観
点
か
ら
言
え
ば
、
２
つ
の
次
元
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
一
つ
は
神
戸
沖
空
港
の
必
要
性
、
も
う
一
つ
は
実
現
の

可
能
性
で
す
。
私
は
昭
和
二
十
三
年
か
ら
、
ず
っ
と
民
間
貿
易
に

あ
い
た
い

係
わ
っ
て
き
た
の
で
す
が
「
物
」
を
は
さ
ん
で
「
人
」
が
相
対
し

て
い
る
の
が
貿
易
の
姿
で
、
そ
れ
を
つ
な
ぐ
の
が
「
情
報
」
な
わ

け
で
す
。
だ
か
ら
国
際
化
情
報
化
時
代
の
現
在
、
飛
行
場
が
な
い

こ
と
が
、
関
西
の
貿
易
が
年
々
の
沈
下
を
辿
っ
て
き
た
大
き
な
原

因
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
神
戸
に
は
貿
易
商
社
が
千
社
あ
り
、

商
品
の
サ
ン
プ
ル
を
海
外
へ
送
り
、
そ
れ
を
納
得
し
て
い
た
だ
い

て
商
い
が
成
立
す
る
わ
け
で
、
そ
の
た
め
に
は
例
え
ば
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
へ
は
、
成
田
空
港
を
経
由
し
て
送
る
現
状
で
あ
る
限
り
、
こ
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ぶ
つ
か
ら
な
い
線
で
非
常
に
意
義
深
い
。
地
方
公
共
体
と
第
三
セ

ク
タ
ー
で
も
っ
て
実
現
へ
の
道
を
切
り
開
こ
う
と
す
る
。
こ
れ
は
、

関
西
の
経
済
人
の
系
譜
を
つ
な
い
で
い
る
と
思
う
。
名
を
捨
て
て

も
し
っ
か
り
実
を
と
る
と
い
う
合
理
的
、
か
つ
、
国
を
あ
て
に
し

な
い
と
い
う
関
西
的
精
神
の
江
戸
時
代
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
伝

統
的
な
自
力
開
拓
型
、
独
立
精
神
を
、
神
戸
沖
案
に
感
じ
る
わ
け

で
す
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
微
密
で
本
格
的
な
神
戸
沖
空
港
案
が

大阪国際空港

菌

2 5 0 8 3 5 4 1 5 9 4 51 ５５．３１５４７０６３０７８５

５１０１５ＫＭ
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一
致
協
力
し
て
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エ
ネ
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ッ
シ
ュ

神
一一一・出発経路く

い
傍

進入経路

／
ノ
ノ
／
／

／大阪
／
／淡 路 島

言さＭ

出
ま
し
た
の
で
、
市
民
を
あ
げ
て

た
だ
い
て
、
か
な
り
な
線
ま
で
理
解
い
た
だ
い
て
い
る
の
を
心
強

く
感
じ
ま
す
。

神
戸
沖
試
案
の
ブ
タ
を
開
け
て
み
て
、
一
つ
は
、
大
阪
国
際
空

港
と
の
調
和
を
下
敷
に
さ
れ
て
い
る
、
つ
ま
り
、
国
際
空
港
で
は

な
い
点
、
も
う
一
点
は
、
政
府
の
援
助
を
期
待
し
な
い
と
い
う
二

点
で
驚
き
ま
し
た
が
、
面
白
い
案
だ
と
思
い
ま
す
。
泉
州
沖
案
と

００３６９１２１５距

狸
し
て
行
き
た
い
と
思
い
主

離

あ
る
意
味
で
孤
電

１
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１
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6２

サ
ス
が
な
け
れ
ば
神
戸
は
イ
キ
イ
キ
と
し
な
い
。
市
民
の
十
全
な

合
意
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
て
こ
そ
の
神
戸
沖
案
で
す
。
都
市

の
活
性
化
が
な
け
れ
ば
、
結
局
、
個
人
の
所
得
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
孫
子
の
兵
法
に
は
「
天
の
機
、
地
の
利
、
人
の
和
」
と

い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
天
の
機
は
、
国
家
が
行
政
改

革
を
進
め
る
一
方
、
「
地
方
の
時
代
」
で
あ
り
、
地
方
そ
れ
ぞ
れ

が
持
て
る
力
を
結
集
し
て
い
る
。
地
の
利
は
利
便
性
で
す
。
最
後

に
、
人
の
和
で
す
が
こ
れ
は
一
般
市
民
の
理
解
が
先
行
す
る
。
最

終
的
に
は
世
論
の
同
意
を
得
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
が
、
世
論

が
活
発
に
動
く
時
期
も
そ
う
遠
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気

が
し
ま
す
ｑ

石
丸
新
空
港
に
つ
い
て
、
中
途
半
端
な
情
報
や
知
識
で
批
判
し

な
い
雰
囲
気
づ
く
り
が
、
い
ち
ば
ん
大
事
で
す
。
例
え
ば
、
神
戸

に
空
港
を
造
る
と
い
う
と
、
即
座
に
騒
音
公
害
と
く
る
。
実
際
に

は
市
街
地
の
上
空
に
は
飛
行
機
は
飛
ば
な
い
し
、
経
路
は
海
上
に

あ
り
、
そ
れ
を
十
分
配
慮
し
た
上
で
の
試
案
だ
か
ら
、
騒
音
も
な

い
の
で
す
が
。

鬼
塚
や
は
り
実
現
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
一
人
ひ
と
り
か
ら
成

る
世
論
が
決
断
し
て
い
く
べ
き
で
す
。
経
済
界
、
政
界
は
そ
れ
に

よ
っ
て
動
く
も
の
で
、
こ
の
点
が
重
要
で
す
。
飛
行
場
な
し
に
都

市
の
発
展
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
事
実
を
、
い
よ
い
よ
市
民
の
皆

さ
ん
に
問
う
と
い
う
時
機
が
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
村
神
戸
青
年
会
議
所
と
し
て
は
、
各
婦
人
団
体
に
対
し
て
懇

談
で
き
る
場
を
設
け
て
、
飛
行
場
建
設
に
関
し
て
の
事
実
を
正
確

に
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
騒
音
や
飛
行
機
そ
の
も
の
の
改
良
の
実

態
を
科
学
的
な
意
味
で
も
理
解
し
て
も
ら
う
、
そ
う
し
た
輪
を
一

歩
一
歩
広
げ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

柳
瀬
神
戸
市
民
一
人
ひ
と
り
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
民
生
活
が
ど

う
い
う
形
で
な
り
立
っ
て
い
る
か
を
考
え
て
い
た
だ
く
と
、
産
業

と
都
市
の
活
性
化
が
、
す
な
わ
ち
市
民
生
活
の
向
上
に
つ
な
が
っ

て
来
る
と
い
う
こ
と
が
分
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
に
お
い
て

も
神
戸
沖
空
港
建
設
は
市
民
一
人
ひ
と
り
に
直
接
関
わ
っ
て
来
る

問
題
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
ブ
ラ
ン
ド
ゥ
ブ
ラ
ン
に
て
）

空
港
は
一
人
ひ
と
り
の
市
民
生
活
を
向
上
さ
せ
る

石
丸
私
は
、
神
戸
と
い
う
街
を
見
る
時
に
自
分
が
神
戸
生
ま
れ

で
な
い
、
い
わ
ゆ
る
〃
神
戸
っ
子
″
で
な
い
点
で
、
一
長
一
短
が

あ
る
ん
で
す
。
私
の
父
が
大
正
七
、
八
年
頃
、
神
戸
に
住
ん
で
い

た
こ
と
が
あ
っ
て
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
神
戸
の
こ
と
は
よ
く
聞
か

さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
神
戸
に
来
て
み
て
父
の
話
と
は
全
然

違
う
、
ハ
イ
カ
ラ
な
活
発
さ
を
持
っ
た
国
際
都
市
な
ど
で
は
な
い

で
は
な
い
か
。
む
し
ろ
、
昔
は
国
際
的
だ
っ
た
と
言
わ
れ
た
も
の

を
残
し
て
い
る
だ
け
に
す
ぎ
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
広

島
市
と
呉
市
の
例
で
す
が
、
呉
市
は
軍
港
だ
っ
た
の
で
海
軍
士
官

が
海
外
か
ら
文
化
を
持
ち
込
ん
で
き
て
、
非
常
に
イ
キ
イ
キ
し
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
、
戦
後
、
軍
隊
が
解
散
し
て
し
ま
う
と
同
時
に
、

あ
れ
ほ
ど
彩
り
豊
か
で
栄
え
て
い
た
街
が
一
挙
に
生
彩
を
失
っ
て

沈
滞
し
て
い
き
、
広
島
が
と
っ
て
替
っ
た
わ
け
で
す
。
父
の
話
が

印
象
的
だ
っ
た
だ
け
に
、
や
が
て
は
神
戸
も
そ
う
な
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
す
。

神
戸
と
い
う
街
が
今
、
ど
こ
と
な
く
な
し
く
ず
し
に
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
色
あ
せ
て
き
は
じ
め
て
い
る
と
い
う
の
は
誰
も
が
感
じ
る

と
こ
ろ
な
の
に
、
打
開
策
と
し
て
出
て
来
た
こ
の
構
想
に
、
残
念

な
が
ら
一
般
市
民
の
反
応
は
、
あ
ま
り
打
て
ば
響
く
と
い
っ
た
も

の
で
な
い
。
特
に
女
性
の
人
た
ち
は
、
水
平
的
に
〃
騒
音
公
害
〃

と
、
「
飛
行
場
が
で
き
て
も
私
に
は
、
関
係
が
な
い
」
と
い
う
ふ
う

に
受
け
と
め
て
い
る
。
騒
音
は
な
い
の
だ
と
言
っ
て
み
て
も
、
や

は
り
感
情
面
で
捉
え
て
し
ま
っ
て
い
て
、
こ
れ
を
ど
う
納
得
し
て

も
ら
う
か
、
な
か
な
か
難
し
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

北
川
神
戸
市
民
百
三
十
万
人
の
半
分
は
、
女
性
で
す
。
一
般
市
民

の
「
関
係
が
な
い
」
と
い
う
意
見
も
、
家
庭
と
い
う
水
準
で
捉
え
て

み
る
と
、
実
は
一
人
ひ
と
り
の
家
庭
を
と
り
し
き
っ
て
い
る
女
性

の
人
た
ち
が
、
今
後
の
関
西
の
浮
上
が
ご
主
人
の
将
来
、
つ
ま
り
家

庭
の
事
情
、
さ
ら
に
今
の
子
ど
も
た
ち
の
将
来
に
ど
う
関
係
し
て

く
る
か
、
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
て
ほ
し
い
と
私
は
思
い
ま
す
ね
。

鬼
塚
都
市
型
住
民
の
持
っ
て
い
る
個
人
主
義
的
な
一
面
で
す

ね
。
し
か
し
な
が
ら
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
は
地
域
住
民
の
コ
ン
セ
ン
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服

田崎真珠㈱
取締役社長田崎俊作
神戸市中央区旋塚通６－３－１０
ＴＥＬ（0 7 8 ）2 3 1 - 3 3 2 1

オールスタイル㈱
取締役社長川上勉
神戸市中央区伊藤町' ２１
ＴＥＬ（0 7 8 ）3 2 1 - 2 1 1 1

カネボウベルエイシー㈱
取締役社長稲岡必三

神戸市中央区三宮町１丁目９－１－８０７
センタープラザ東館８Ｆ
ＴＥＬ（0 7 8 ）3 9 2 - 2 1 0 1

㈱ ベニヤ
取締役社長松谷富士男
神戸市中央区三宮町’丁目１０－１

ＴＥＬ（0 7 8 ）3 3 2 - 3 1 5 5

モ ロゾフ㈱
取締役社長葛野友太郎

神戸市東灘区御影本町６丁目1 1 番1 9 号
ＴＥＬ（0 7 8 ）8 5 1 - 1 5 9 4

キャンペーン「国際文化都市神戸を考える」の
企画は以上５社の提供によるものです。
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ビジネスに. ／
ショッピングに. ／
ご利用ください

戸
一一一'

●収容台数3 0 0 台
・月極駐車可
・年中無体
(８：００AM～１１：０OPM）

し

Z 気 , ＢＢ姓 . 蕊Ⅱ，Z 気 , ＢＢ姓 . 蕊Ⅱ，

磯上モータープール(神戸国際会館前)TEL(078)251-787ヨ
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ユ
ー
ズ
メ
ン
ト
棟
は
引
き
続
き

☆
市
民
病
院
跡
地
は
ダ
イ
エ
ー
の
計
画
案
に
よ
る

ダ
イ
エ
ー
が
ホ
テ
ル
を
建
設
と
、
ホ
テ
ル
は
地
下
６
階
、
地

新
幹
線
新
神
戸
駅
前
の
中
央
上
劃
階
の
市
内
最
大
の
も
の
で

市
民
病
院
跡
地
は
ダ
イ
エ
ー
に
３
０
０
０
人
収
容
の
ホ
ー
ル
、

約
１
２
０
億
円
で
譲
り
渡
さ
れ
会
議
室
、
劇
場
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

る
こ
と
が
決
定
。
ダ
イ
エ
ー
は
な
ど
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設

新
会
社
を
設
立
し
、
ホ
テ
ル
を
を
備
え
る
。
ま
た
別
棟
と
し
て

地
を
「
多
目
的
機
能
を
備
え
た
畠
』
て
／
、
》
１
ｔ
恥
・
叩
一
Ｅ
ご
く
〃
＄
こ
‐

都
市
型
ホ
テ
ル
を
、
ユ
ニ
バ
ー
第
２
期
工
事
と
し
て
約
１
０
０

シ
ア
ー
ド
が
神
戸
で
開
か
れ
る
億
円
か
け
て
建
設
さ
れ
る
。

；
‐
１
．
“
ｊ
、
・
７
に
ノ
４
，
‐
．
そ
の
後
、
神
戸
国
際
展
示
場
に
出
雀
Ｆ
謂
筒
租
樹
伝
に
恵
鷲
自
恵
信

誠
催
狩
捧
げ
に
沖
仕
劃
率
牌
酔
師
握
癖
幅
稚
率
割
噸
狂
信
密
悔
会
場
を
移
し
て
祝
宴
。
第
２
６
い
、
新
社
長
に
専
務
取
締
役
の
藤
網
亮
三

光
凪
顕
司
氏
の
取
締
役
会
長
就
任
に
伴

移
転
し
た
中
央
市
民
病
院
の
跡
東
へ
也
一
卜
←
皆
、
世
上
９
皆
一
』
ぞ
一
翌
８
地
区
を
中
心
に
全
国
各
地
の
氏
が
就
任
し
た
。
会
長
／
光
田
顕
司
社

が
、
ダ
イ
エ
ー
１
社
だ
け
が
申
磨
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
国

明
会
で
は
虹
社
が
参
加
し
た
館
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
、
神
戸
須

を
“
奔
件
に
公
募
し
て
い
た
も
の
去
る
６
月
”
日
、
ポ
ー
ト
ァ

し
込
ん
で
い
た
。

で
、
今
年
１
月
に
開
か
れ
た
説
イ
ラ
ン
ド
の
神
戸
国
際
交
流
会

帥
年
ま
で
に
開
業
す
る
こ
と
」
☆
神
戸
須
磨
北
Ｒ
Ｃ
誕
生

経
済
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

ホテル完成予想図

棟
を
建
設
、
帥
年
春
、
遅
く
と

棟
（
地
下
４
階
、
地
上
９
階
）
を
建
Ｉ
ｉ
ｌ
ｊ
ｌ
．
ｉ
：
：
‐

ロ
ー
タ
リ
ァ
ン
約
６
０
０
人
が
膨
繁
鰹
、
一
篇
瀞
龍
蝋
瞬

畷
鮎
議
雌
識
耐
綴
お
祝
い
に
か
け
つ
け
た
．
他
荒
川
寛
即
佐
野
繊
難
大
副
敏
清

外
客
の
集
客
と
地
域
発
展
の
核
修
舞
廼
羅
揃
羅
岬
鞠
鰐
細
訓
撫
‐
撫
織
溌
詐

錨
魂
能
詐
球
岬
垂
糾
壁
喧
承
維
令
如
才
と
い
う
日
本
一
若
い
ク
取
締
僕
／
柿
本
宗
之
助
、
藤
綱
亮
三

際
ロ
ー
タ
リ
ー
加
盟
の
認
証
状

●
も
鎚
年
に
開
業
の
予
定
、
ア
ミ

３
０
０
億
円
を
か
け
、
ホ
テ
ル

し
た
。
坂
本
智
元
第
２
６
８
地
り
が
進
ん
で
い
る
地
域
だ
け
に

達
さ
れ
た
式
典
に
引
き
続
い
て
動
を
し
て
い
く
か
に
ウ
エ
イ
ト

伝
達
式
が
行
な
わ
れ
、
第
２
６
ラ
ブ
で
、
そ
の
活
動
が
注
目
さ

記
念
講
演
を
開
き
、
邸
永
漢
氏
を
置
く
」
八
神
保
恵
一
氏
Ｖ
と
奉
仕

区
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
認
証
状
が
伝
「
い
か
に
地
域
に
密
着
し
た
活

☆
サ
ン
Ｔ
Ｖ
新
社
長
に
小
笠
原
副
知
事

社
長
／
小
笠
原
暁
、
専
務
／
竹
谷
和
夫

取
締
役
／
井
上
正
之
、
三
木
良
一
、
光
剛

顕
司
、
山
本
敏
雄
、
柳
瀬
俊
郎
、
加
古
豊

彦
、
野
草
平
十
郎
、
吉
田
豊
信
、
作
Ⅲ
莞

監
査
役
／
大
橋
実
次
、
安
好
匠

☆
神
戸
新
聞
社
、
社
長
に
藤
綱
氏
就
任

に
よ
る
「
帥
年
代
を
先
取
り
す
活
動
に
取
り
組
み
、
こ
の
誕
生

８
地
区
弱
番
目
の
Ｒ
Ｃ
が
誕
生
れ
て
い
る
が
、
新
し
い
街
づ
く

る
利
殖
戦
略
」
を
〃
勉
強
〃
。
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
北

須
磨
文
化
セ
ン
タ
ー
に
高
さ
４

☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
オ
フ
ィ
ス
レ
デ
ィ
☆
菅
沼
真
美
さ
ん
（
密
）

一
》
響
薬
篭
淫

僻
の
太
陽
電
池
時
計
を
設
置
し

〈
㈱
神
戸
商
工
貿
易
セ
ン
タ
ー
〉

三
代
続
き
の
神
戸
っ
子
で
、

甲
南
女
子
大
の
国
文
科
を
卒
業

後
、
今
の
職
場
へ
・
最
近
ジ
ャ

ズ
ダ
ン
ス
に
凝
っ
て
い
て
、
汗

を
流
し
た
後
の
爽
快
感
は
姓
高

自
己
評
は
「
活
発
、
で
し
ゃ

ば
り
、
い
つ
も
動
い
て
い
る
の

が
好
き
」
で
初
対
而
の
人
と
も

た
ち
ま
ち
打
ち
解
け
る
。
あ
ち

こ
ち
に
友
人
が
で
き
る
が
、
特

定
の
男
性
が
現
わ
れ
な
い
の
が

た
⑥

１
６５
１
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侭落

神
戸
の
い
い
イ
メ
ー
ジ
を
生
か
そ
う

ｌ
神
戸
百
店
会
は
、
小
誌
を
事
務
局

と
し
て
妃
年
前
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
当
初
か
ら
若
干
の
入
れ
替

わ
り
は
あ
り
ま
し
た
が
、
神
戸
を
代
表

す
る
専
門
店
グ
ル
ー
プ
と
し
て
今
日
ま

で
会
が
つ
づ
い
て
お
り
ま
す
。
参
加
各

店
の
動
き
は
、
小
誌
が
毎
月
掲
載
し
て

お
り
ま
す
「
神
戸
百
店
会
だ
よ
り
」
な

ど
を
通
し
て
、
一
般
の
方
々
へ
も
ア
ピ

ー
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

会
全
体
と
し
て
の
活
動
は
、
こ
れ
ま
で

の
と
こ
ろ
あ
ま
り
行
わ
れ
て
来
な
か
っ

た
と
い
う
の
も
実
情
で
す
。
そ
こ
で
今

日
は
、
神
戸
百
店
会
の
メ
ン
バ
ー
の
う

ち
、
主
に
若
手
の
方
々
に
お
集
り
い
た

鱗

’
6６

安達昭三さん

時
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の

中
で
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
ね
。
当
初
は

専
門
店
が
集
っ
て
、
月
刊
神
戸
っ
子
を

育
て
よ
う
と
い
う
後
援
会
的
な
意
味
合

い
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

活
動
と
し
て
は
、
今
、
司
会
者
が
言

わ
れ
た
よ
う
に
親
睦
会
が
何
回
か
あ
っ

た
だ
け
で
す
ね
。
最
近
で
は
、
ポ
ー
ト

ピ
ァ
Ⅷ
（
神
戸
博
）
の
前
に
博
覧
会
協

会
事
務
局
の
渡
辺
さ
ん
に
お
願
い
を
し

て
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
ね
。

下
村
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
神
戸
百
店

会
は
専
門
店
の
集
り
で
す
が
、
ど
う
も

そ
れ
だ
け
で
、
共
通
の
目
的
と
い
っ
た

も
の
が
な
い
。
そ
れ
が
弱
い
と
思
い
ま

す
ね
。
会
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は

や
は
り
大
き
な
目
的
が
必
要
で
は
な
い

ジを
で'．．

犠蕊

だ
き
、
〃
神
戸
の
顔
″
と
し
て
の
神
戸

百
店
会
の
今
後
の
活
性
化
を
図
る
た
め

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。安

達
神
戸
百
店
会
が
結
成
さ
れ
た
当下村光治さん
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例

か
と
思
い
ま
す
。

・
安
達
た
だ
、
メ
ン
バ
ー
各
店
の
規
模

が
ま
ち
ま
ち
だ
し
、
一
緒
に
共
通
の
事

業
を
や
る
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
ね
。

吉
岡
全
店
が
集
っ
て
や
れ
る
の
は
、

広
生
呈
旦
伝
ぐ
ら
い
か
も
分
り
ま
せ
ん
ね

私
の
店
は
大
丸
前
中
央
商
店
街
に
あ
る

の
で
す
が
、
そ
こ
で
す
ら
ま
と
ま
っ
て

何
か
を
や
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
す

ね
。大

牧
銀
座
百
店
会
も
そ
う
な
ん
で
す

が
、
全
国
の
ど
こ
へ
行
っ
て
も
、
そ
の

土
地
そ
の
土
地
に
名
店
と
呼
ば
れ
る
も

の
が
明
確
に
あ
る
と
、
外
か
ら
来
た
人

に
安
心
感
を
与
え
る
と
思
い
ま
す
ね
。

だ
か
ら
、
神
戸
に
神
戸
百
店
会
あ
り
、

と
い
う
こ
と
を
強
力
に
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
方
法
を
考
え
る
べ
き
で
す
。
幸
い
に

神
戸
の
イ
メ
ー
ジ
は
ポ
ー
ト
ピ
ア
Ⅷ
以

後
、
ず
い
分
と
よ
く
な
っ
て
来
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
神
戸
の
ど
こ
に

ど
う
い
う
名
店
が
あ
る
か
を
対
外
的
に

ピ
ー
・
ア
ー
ル
す
る
こ
と
は
必
要
で
す

ね
。
大
変
な
事
業
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
ぜ
ひ
と
も
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

柴
田
私
の
と
こ
ろ
は
神
戸
と
大
阪
に

店
が
あ
る
の
で
す
が
、
地
方
か
ら
来
ら

れ
た
方
に
、
神
戸
に
は
ま
と
ま
っ
た
名

店
会
は
な
い
の
か
、
と
よ
く
聞
か
れ
ま

す
ね
。
や
は
り
、
神
戸
と
い
う
町
に
は

名
店
会
の
よ
う
な
も
の
が
育
つ
要
素
が

あ
る
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で

す
ね
。
三
年
前
か
ら
婦
人
プ
レ
タ
の
シ

吉岡達彦さん

っ
て
、
外
に
対
し
て
強
烈
な
ア
ピ
ー
ル

が
で
き
る
で
し
ょ
う
ね
。

吉
岡
神
戸
の
町
の
イ
メ
ー
ジ
は
す
ご

く
い
い
で
す
ね
。
う
ち
で
も
今
は
、
神

ま
す
と
、
イ
メ
ー
ジ
が
い
い
ん
で
し
ょ

う
ね
、
お
客
さ
ま
が
多
勢
お
見
え
に
な

り
ま
す
ね
。
で
す
か
ら
、
い
ろ
ん
な
展

示
会
や
シ
ョ
ー
を
神
戸
で
や
る
と
、
神

戸
と
い
う
町
の
も
つ
付
加
価
値
が
加
わ大牧

ヨ
ー
を
は
じ
め
ま
し
た
が
、
大
阪
で
は

も
う
一
つ
な
ん
で
す
が
、
神
戸
で
や
りん

繍
雫
魁

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
す
る
百
店
会

安
達
一
つ
の
案
で
す
が
、
セ
ク
シ
ョ

ン
を
い
ろ
い
ろ
と
決
め
て
、
各
セ
ク
シ

ョ
ン
毎
に
メ
ン
バ
ー
を
構
成
す
る
と
い

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
ね
。

下
村
そ
う
で
す
ね
。
い
ず
れ
に
し
て

も
今
後
と
も
神
戸
百
店
会
を
維
持
、
発

展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
組
織
を
し
っ
か

り
と
さ
せ
る
べ
き
で
す
が
、
何
々
委
員

会
と
い
う
よ
う
に
、
委
員
会
を
設
け
て

活
動
を
始
め
る
の
が
い
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
一
度
、
懇
親
会
を
開
い

て
も
い
い
で
し
ょ
う
ね
。

安
達
会
の
活
動
を
前
向
き
に
す
す
め

て
行
く
た
め
に
は
、
方
法
と
し
て
、
ま

ず
理
事
を
決
め
、
さ
ら
に
分
科
会
を
つ

く
っ
て
、
イ
ベ
ン
ト
を
や
る
グ
ル
ー
プ
、

研
修
会
を
や
る
グ
ル
ー
プ
、
な
ど
に
分

け
、
会
員
の
規
模
に
応
じ
た
活
動
を
展

開
す
べ
き
で
し
ょ
う
ね
。
そ
う
い
う
手

つ
づ
き
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

大
牧
委
員
会
や
分
科
会
方
式
を
と
る

こ
と
は
、
方
法
と
し
て
は
い
い
と
思
う

の
で
す
が
、
た
だ
、
運
営
を
う
ま
く
や

ら
な
い
と
い
け
な
い
。
単
に
親
睦
だ
け

戸
以
外
の
お
客
さ
ま
が
多
く
な
っ
て
来

て
い
ま
す
。

柴
田
神
戸
百
店
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、

そ
う
い
う
意
味
で
は
恵
ま
れ
て
い
ま
す

ま
た
、
各
店
毎
に
活
発
な
活
動
を
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
全
体
で
何
か
を
や

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
や
は
り
時
間

を
か
け
て
取
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

柴田啓嗣さん
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６７
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に
よ
っ
て
外
か
ら
人
を
神
戸
へ
吸
引
す

る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
神
戸
百
店
会
が

催
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

人
が
神
戸
に
集
ま
る
よ
う
な
大
き
な
催

し
が
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

下
村
町
の
賑
わ
い
と
い
う
こ
と
で
は

神
戸
の
町
は
夜
が
早
い
。
（
笑
）
商
店

街
で
も
、
も
う
少
し
遅
く
ま
で
店
を
開

け
る
と
か
、
せ
め
て
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
ぐ
ら
い
は
で
き
る
よ
う
に

し
て
欲
し
い
で
す
ね
。
ま
ず
、
神
戸
百

店
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
や
り
始
酌
ま
す

か
。
（
笑
）
そ
う
い
う
こ
と
が
、
町
の

賑
わ
い
に
つ
な
が
っ
て
来
る
。

１
６８
１

神
戸
百
店
会
の
活
性
化
を
め
ざ
す

安
達
神
戸
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
い

う
と
、
神
戸
ま
つ
り
が
あ
る
の
で
す
が
、

神
戸
と
い
う
町
は
、
日
本
古
来
の
祭
り

と
結
び
つ
け
て
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
の
に

は
向
か
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
そ
う
で
も
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

町
に
賑
わ
い
を
つ
く
り
出
す
た
め
に
は

次
々
と
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
て
行
く
こ

と
で
す
よ
。

吉
岡
神
戸
が
最
近
、
ま
す
ま
す
全
国

的
に
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来

た
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
雑
誌
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
す
ね
。
そ
う
い
う
雑

誌
に
よ
っ
て
神
戸
へ
来
る
人
は
、
大
て

い
若
い
人
が
多
い
。
こ
れ
か
ら
は
、
そ

う
い
う
若
い
人
を
抜
き
に
し
て
は
、
わ

れ
わ
れ
の
商
売
も
考
え
ら
れ
な
く
な
っ

て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
神

戸
百
店
会
と
し
て
も
、
そ
う
い
っ
た
年

齢
層
へ
も
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
真
剣

に
考
え
な
い
と
い
け
な
い
で
し
ょ
う
ね

安
達
神
戸
百
店
会
が
結
成
さ
れ
て
喝

年
た
っ
た
今
、
も
う
一
度
、
見
直
そ
う

と
い
う
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
月
刊
神
戸
っ
子
の
本
文
中
に
神
戸

百
店
会
の
名
簿
と
地
図
が
は
さ
み
込
ま

れ
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
に
対
し
て
一
月

千
円
の
会
費
を
払
っ
て
い
る
の
で
す
が

ど
う
も
意
識
と
し
て
は
〃
名
刺
代
″
と

い
う
感
じ
が
あ
る
み
た
い
で
す
ね
。
今

回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
神
戸
百
店
会
の
活

性
化
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
現
在
の

会
費
だ
け
で
は
と
て
も
運
営
で
き
な
い

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
内
部
的
な
話
な

ん
で
す
が
…
…
。
し
か
し
、
お
話
に
出

て
い
た
よ
う
に
今
、
神
戸
は
い
ろ
い
ろ

な
面
で
注
目
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
神
戸

百
店
会
の
よ
う
な
専
門
店
の
グ
ル
ー
プ

の
あ
る
こ
と
が
、
町
に
活
力
を
与
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
最
初
に
言
い
ま
し

た
よ
う
に
、
私
や
今
日
お
集
り
の
み
な

さ
ん
の
先
代
の
方
は
、
「
月
刊
神
戸
っ

子
」
の
応
援
団
と
い
う
意
味
で
神
戸
百

店
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
で
す
が
、

今
、
新
た
に
ど
う
再
出
発
す
る
か
を
メ

ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
が
考
え
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

ｌ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

日
の
お
話
を
も
と
に
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
活
動
の
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
主

す
。
（
ブ
ラ
ン
ド
ゥ
ブ
ラ
ン
に
て
）

と
い
う
の
で
は
外
へ
訴
え
る
力
は
弱
い

で
す
ね
。
神
戸
百
店
会
に
は
神
戸
の
各

業
界
の
専
門
店
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で

す
か
ら
、
〃
メ
イ
ド
。
イ
ン
。
コ
ウ
ベ
〃

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
グ
ル
ー
プ
と
し

て
提
案
し
、
対
外
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

行
く
と
い
う
こ
と
が
何
よ
り
も
必
要
で

し
ょ
う
ね
。
神
戸
と
い
う
町
、
神
戸
の

専
門
店
は
、
そ
れ
自
体
に
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
い
い
も
の
を
も
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
い
わ
ゆ
る
神
戸
の
エ
ス
プ
リ
が

実
る
ま
で
に
は
、
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

柴
田
確
か
に
そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
対

外
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
や

は
り
地
元
の
人
、
神
戸
の
人
々
に
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
た
と
え

ば
、
毎
年
春
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
「
世

界
の
酒
祭
り
」
。
例
年
、
千
人
ほ
ど
の

方
が
出
席
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ

こ
で
神
戸
百
店
会
の
存
在
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
何
ら
か
の
ピ
ー
・
ア
ー

ル
を
す
る
。
ま
ず
、
神
戸
百
店
会
と
い

う
も
の
を
神
戸
の
市
民
の
中
に
浸
透
さ

せ
た
い
で
す
ね
。
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
先
ほ

ど
お
話
し
に
出
て
い
ま
し
た
委
員
会
を

つ
く
っ
て
行
く
、
と
い
う
方
法
が
考
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

大
牧
横
浜
の
元
町
で
は
、
元
町
バ
ザ

ー
ル
と
い
う
催
し
を
や
っ
て
よ
く
賑
っ

て
い
ま
す
。
神
戸
で
も
、
た
と
え
ば
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
、
賑
わ
い
を

つ
く
り
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
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